
発表予定時間 
各セッション時間：発表 8分・質疑応答 3分 

演題

番号 

演   題 

発表演者（所属） 

予定時間 

発表 8 分質疑 3 分 
座 長 

1 
歯周組織再生療法により口腔鼻腔瘻が治癒した１例 

前中康志（トム動物病院） 
13：45－13：56 

安藤武樹 
（安藤動物病院） 

2 

急性後肢麻痺のミニチュアダックスフンドに対して好中球エラ

スターゼ阻害剤を中心とした内科的治療の成績 

森和也（グリーンフォレスト動物病院） 

13：58－14：09 
立花明範 

（立花動物病院） 

3 
非心原性肺水腫の犬の 2例 

藤本泰史（ひなた動物クリニック） 
14：11－14：22 

宮豊 
（みや動物病院） 

4 
犬ジステンパー感染症の 1例 

西澤貴仁（スター動物病院） 
14：24－14：35 

飯盛真生 
（飯盛動物病院） 

休憩 

5 
偽性腎不全を呈した膀胱自然破裂の犬の 1例 

宮豊（みや動物病院） 
15：40－15：51 

廻信敏 
（めぐり獣医科） 

6 

猫の肺動脈弁狭窄症において肺水腫にピモベンダンが著効

したがカテーテルインターベンションが禁忌であった一例 

安藤武樹（安藤動物病院） 

15：53－16：04 
竹川浩史 

（たんぽぽ動物病院） 

7 

小腸リンパ腫のレスキューとしてシクロフォスファミドを増量し

た猫の 1例 

安積一平（たつの犬と猫の病院） 

16：06－16：17 
森和也 

（グリーンフォレスト 

動物病院） 

8 

L-アスパラギナーゼの連続投与により維持した消化器型リン

パ腫の犬の１例 

中西大介（武庫川動物病院） 

16：19－16：30 
寺田利史 

（寺田動物病院） 

9 

猫の甲状腺機能亢進症で両側甲状腺摘出後にシンチグラフ

ィー検査により異所性甲状腺を特定し摘出した 1例 

菅野信二（南が丘動物病院） 

16：32－16：43 水本盛彦 
（クオール動物病院） 

10 

胆嚢疾患の犬 127 頭における非待機的および待機的腹腔

鏡下胆嚢・胆道外科手術の比較 

金井浩雄（かない動物病院） 

16：45－16：56 藤本泰史 
（ひなた動物クリニック） 

 

 

  



参加者・座長・発表者の皆様へのご案内 
 

◆参加者の方へ 

来場されましたら必ず受付をお済ませください。参加証（名札）をお渡ししますので、会場内では必ず着用してく

ださい。お手荷物の管理はご自身にてお願いいたします。貴重品などのお預かりはできませんので、あらかじめ

ご承知ください。会場内での携帯電話の通話は他の参加者の迷惑となりますのでご遠慮いただき、ご入場の際は、

マナーモードに設定してください。昼食をお申し込みの方は、昼食休憩前にお弁当引き換えのご案内をいたしま

す。懇親会にお申込みの方は、会場入口にて参加証のチェック（名札にて申込確認）を行いますので、ご提示をお

願いします。 

 

◆座長の方へ 

ご自身の担当セッションになりましたら速やかに「座長席」へ移動し、自己紹介後セッションを開始してくださ

い。プログラムにて担当セッション時間をご確認ください。セッションの時間経過はタイムキーパーによる時間

計測を行い、ベルでお知らせします。各セッションの進行は、座長に一任させていただきます。 

 

◆発表者の方へ 

ご自身の発表時間はプログラムにて確認をお願いします。発表は、パソコンとプロジェクターによるプレゼンテ

ーションとなります。必ず、ノートブック型 PCの持ち込みをお願いします。場内呼び出しは行いません。発表開

始 30 分前までには会場内にいるようにしてください。発表時間がきましたら、ご自身の PCをもって速やかに演

台に移動し、プロジェクターとの接続をお願いします。PCは下記の接続仕様によるケーブル接続です。発表の準

備が整いましたら、「はじめます」「お願いします」などの一言から発表をはじめてください。 

 

・プロジェクターへの接続：演台に設置してある D-sub 15 pin（オス）タイプのコネクタを、パソコンの D-sub 15 

pin（メス）につないで行います。この形状以外の変換ケーブルが必要な機種を使用の方はご自身で変換コネクタ

を必ずご持参ください。 

・音声利用：音声の出力には対応しておりません。 

・試写：試写を行うことはできません。 

・症例発表（セッション）時間：発表時間は 1 演題あたり（発表 8分、質疑応答 3 分）です。セッションの時間経

過はタイムキーパーによる時間計測を行い、ベルでお知らせします。進行については、座長の指示にしたがって

ください。 

 

■ 症例発表（セッション）時間 

発表時間は 1 演題あたり（発表 8 分、質疑応答 3分）です。ベルを鳴らすタイミングは以下の通りです。 

１鈴 7 分経過時（発表終了 1分前） 

２鈴 8 分経過時（発表時間終了、質疑応答開始） 

３鈴 11 分経過時（質疑応答時間終了、セッション終了） 

 


